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追跡！

　

野
々
市
で
資
源
ご
み
の
分
別
回
収
が
始
ま
っ

た
の
は
平
成
３
年
。
資
源
化
の
推
進
に
取
り
組

む
住
民
の
協
力
の
も
と
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
当
時
は
11
カ
所
だ
っ
た
回
収
場
所
が
徐
々
に

広
が
り
、
平
成
５
年
に
は
52
カ
所
と
町
内
全
域

で
分
別
回
収
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
、
特
別
だ
っ
た
分
別
は
当
た
り

前
と
な
り
、
私
た
ち
の
中
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
資
源
ご
み
の
行
方
に
注
目
。

分
別
さ
れ
た
ご
み
は
ど
う
処
理
さ
れ
、
何
に
生
ま

れ
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
先
を
探
る
と
、
野
々
市
の
地
域
性
が
可
能

に
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
の
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

ペットボトルを手選別（株式会社北陸リサイクルセンター）

運びこまれた燃えないごみ（松任石川環境クリーンセンター）

あやめ町内会での回収の様子。手前の山は容器包装プラスチックのごみ袋。破砕し紙くずなどと混合
固形燃料「ＲＰＦ」に

再生

プレス機で圧縮して、
ブロック化の後
再生原料へ

破砕して
チップ化した後、
再生原料へ

一般ごみ

燃える粗大ごみ

燃えないものを
抜き出し破砕して抜き出し破砕して

容器包装プラスチック あきかん ペットボトル

次ページで
もっと追跡！

　市で令和 2年度に家庭から出たご
みを調査したところ、一般ごみの中
に、紙類、布類、容器包装プラスチッ
ク、ビン、缶など資源物のごみが約
22％含まれていました。
　混ぜるとごみですが、分けると資
源になります。分別ルールを守って
ごみを出しましょう。

ごみを資源にできるのはあなた！

問い合わせ 環境安全課　環境衛生係　☎ 227 ー 6052

野々市市、白山市、川北町で組織する白山野々市
広域事務組合が運営する、一般廃棄物の処理施設

ごみとして出したいもの
を検索欄に入力すると、そ
れが何ごみなのか表示され
ます。
　自分の住んでいる地区を
設定すれば、次回収集日を
教えてくれる機
能もあります。

インターネット版

・焼却灰は
セメント原料
や埋立処分

・焼却時の
熱で発送電

ごみピットで
貯留後、焼却
します。30分
に１回程度、
一度に１．５ト
ン程度のごみ
を焼却炉に投
入することが
できます。

ごみ分別辞典
二次元バーコード

検索 うちわ

うちわ 一般ごみ

ごみピット

焼却

収集車によって集められたごみは、種類別に処理施設に運びこま
れ、さまざまな資源へと生まれ変わります。 燃えないごみ

破砕、選別し
金属類はリサイ
クルへ

燃えないごみ燃えないごみ

あきびん

県外の再生工場で
再びガラス瓶に

再生
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の
受
け
入
れ
を
断
っ
た
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　
容
易
で
は
な
い
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
Ｒ
Ｐ
Ｆ
へ
の
利
用
で
す

が
、
松
任
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
の
処

理
を
可
能
に
し
た
の
が
、
分
別
意
識

が
高
い
野
々
市
市
の
地
域
性
。
正
し

く
分
別
さ
れ
、
き
れ
い
な
状
態
の
も

の
を
安
定
し
て
収
集
で
き
る
環
境
だ

か
ら
こ
そ
Ｒ
Ｐ
Ｆ
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
成
立
し
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
。
皆

さ
ん
の
日
々
の
分
別
が
資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
支
え
、
持
続
可
能
な
社
会

へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

収集運搬

固形燃料
（RPF)

検品・計量

破砕・圧縮固化

前処理
破砕・混合物選別
不適合物除去

細かく破砕後、貯留タンク→成
形機へ。成形機内で生じる摩擦
熱で廃プラスチックを軟化させ、
包み込む形で押出成形します。

廃プラスチック類・紙くず・
木くず・繊維くず・ゴムくず

直径 30mm、長さ 60mm以下に成形

破砕後、木くず類と混合

ベルトコンベアで貯蔵タンクへ

収集車で集められた容器包装プラスチック

押出成形し完成したＲＰＦの山

分
別
意
識
が
高
い

　
　
　
地
域
だ
か
ら
こ
そ

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ

れ
ば
必
ず
し
も
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
原
料
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
理
由
は
汚
れ
。
お
菓
子
の
塩
分

や
食
品
の
残
り
く
ず
と
い
っ
た
汚

れ
は
燃
焼
す
る
こ
と
で
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ

を
使
用
し
た
ボ
イ
ラ
ー
釜
の
内
部

を
腐
食
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
原
料
化
に
は
正
し

く
き
れ
い
な
分
別
が
重
要
で
あ

り
、
松
任
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
も
、

他
の
地
域
で
回
収
さ
れ
た
汚
れ
が

ひ
ど
い
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

野
々
市
市
で
は
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
処
理
を
ご
み
資
源
化
の
専
門
業
者
で
あ

る
株
式
会
社
ト
ス
マ
ク
・
ア
イ
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。
収
集
車
で
集
め
ら
れ
た
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
白
山
市
に
あ
る
松
任
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
へ
運
び
込
ま
れ
ま
す
。
こ
こ
で

行
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
Ｒ
Ｐ
Ｆ（
ア
ー
ル
ピ
ー

エ
フ
）」と
い
う
再
生
燃
料
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
。

Ｒ
Ｐ
Ｆ
と
は
、Refuse Paper&

plastic 
Fuel

の
略
で
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
く
ず
、

木
く
ず
、
繊
維
く
ず
な
ど
を
原
料
と
し
て
作

ら
れ
る
固
形
の
燃
料
で
す
。
廃
棄
物
か
ら
作

ら
れ
る
こ
と
、
石
油
な
ど
の
燃
料
と
比
べ
二

酸
化
炭
素
を
40
％
削
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、

環
境
負
荷
が
少
な
い
燃
料
と
し
て
注
目
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
松
任
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で

は
、
平
成
18
年
か
ら
こ
の
Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
製
造
を

開
始
し
、
年
間
約
１
５
，
０
０
０
ト
ン
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

　
石
炭
と
並
ぶ
高
い
燃
焼
能
力
を
持
つ
Ｒ
Ｐ

Ｆ
は
、
稼
働
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
す
る
事
業
所
で
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

松
任
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
製
造
さ
れ
た
Ｒ
Ｐ

Ｆ
は
、
県
内
の
他
、
富
山
県
、
福
井
県
な
ど

の
製
紙
工
場
や
旅
館
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一人一人の意識でごみは資源に変わる
　野々市市から回収される容器包装プラスチックは、選別と洗
浄がしっかりされていて皆さんの分別意識の高さが伝わりま
す。松任リサイクル工場では、自販機のごみ箱から回収した
ペットボトルの処理も行っているのですが、困るのが飲み残し
やたばこの吸い殻など異物が入ったもの。中身があるものは手
作業でピッキングし、きれいにしてから処理しています。家
庭でもお出かけ先でも分別を意識してもらえると嬉しいです。株式会社トスマク・アイ  松任リサイクル工場

リサイクル部管理課　岡田　隆昭さん

松任リサイクル工場での
固形燃料化の流れ

ＲＰＦ施設の全景。高温の成形機からは水蒸気が高く上がっています。




